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［4098-71-9］
皮膚感作性：第 3群

　モルモットを用いたBuehler 試験の試験結果が報告さ
れている．イソホオロンジイソシアネート（IPDI）の5％
感作，1％惹起の試験条件において，感作率は80％であっ
た1）．また局所リンパ節アッセイ（LLNA）による陽性結
果も報告されている．0.2%濃度適用時のSI値は約 30で
あり極強度の感作性物質であることが示唆された2）．
　人間の情報はないが，動物実験により人間に対して感
作性が懸念される．

　許容濃度等
　ACGIH：TLV-TWA 0.005 ppm（1985 年）
　DFG：0.005 ppm, 0.046 mg/m3（MAK），Sah（danger 
of sensitization of the airway and the skin）
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2-エチル-1-ヘキサノール　
（2-エチルヘキシルアルコール）

C8H18O
［CAS No. 104-76-7］

許容濃度　1 ppm（5.3 mg/m3）
生殖毒性分類　第 3群

1．物理化学的性質ならびに用途1-3）

　2-エチル-1-ヘキサノールは，沸点 184.34℃，融点－
76℃，密度 0.8344 g/cm3（20℃），分子量 130.22，蒸気密
度 4.5，飽和蒸気圧 0.36 mmHg（20℃）の特徴的な臭気
のある無色透明な液体である．水にはほとんど溶解しな
いが，多くの有機溶媒に溶解する．臭覚閾値としては
0.075～0.137 ppm（0.4～0.73 mg/m3）4）あるいは 0.013 
ppm（70 µg/m3（20℃））5）とする報告がある．濃度単位
の換算（25℃，1,013 hPa）は 1 ppm＝5.32 mg/m3 であ
る．中間原料として種々の化学製品，すなわち，ポリ塩
化ビニルの可塑剤であるフタル酸ビス（2-エチルヘキシ
ル），アジピン酸ビス（2-エチルヘキシル），トリメリッ
ト酸トリス（2-エチルヘキシル），また，接着剤や塗料等
に用いられるアクリル酸エステル，その他，溶剤，合成
潤滑剤，界面活性剤等の製造に使用されている6）．食品添
加物や化粧品類の香料としても使用されている6-8）．

2．吸収，代謝，分布，蓄積，排泄
　2-エチル-1-ヘキサノールは，消化管から速やかに吸収
される．皮膚からも吸収され，吸収速度には種差がある．
体内に吸収された 2-エチル-1-ヘキサノールは，アルコー
ル脱水素酵素によって速やかに水酸基が酸化されて 2-エ
チル-1-ヘキサナールになる．さらに酸化されて 2-エチル
-1-ヘキサン酸に代謝され，主に尿中からグルクロン酸抱
合体として排泄される．
　ウサギに経口投与後，24時間後の尿中に2-エチル-1-ヘ
キサン酸のグルクロン酸抱合体が確認された9，10）．ラット
に経口投与された2-エチル-1-ヘキサノールは効率良く吸
収され，二酸化炭素として呼気中（6～7％）に，代謝物
としてふん便（8～9％）および尿（80～82％）中に急速
に排泄される．尿中の主代謝物は 2-エチル-1-ヘキサン酸
であった．投与後 28 時間以内に 96.1％が排泄された11）．
ラットに 500 および 50 mg/kg 単回経口投与及び連続投
与した場合，その多くは 24 時間以内に尿中に排泄され
た．1 g/kg の 6 時間経皮曝露では 5％しか吸収されな
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かった．経口及び経皮的にラットに投与された 2-エチル
-1-ヘキサノールの尿中代謝物は主に2-エチルヘキサン酸
などの 2-エチル-1-ヘキサノールの酸化代謝物で，尿中に
グルクロン酸抱合体として急速に排泄された12）．
　健康な成人 54名の呼気 987 試料の17.6％から2-エチル- 
1-ヘキサノールが検出され，幾何平均は 0.0008 ppm（4 
µg/m3）であった13）．
　ラット皮膚での浸透速度（220 µg/cm2・時間）はヒト
皮膚（38 µg/cm2・時間）より 5.8 倍大きかった14）．

3．ヒトに対する影響
3.1　職業的曝露
　職業的曝露による重大な健康影響は観察されていな
い．濃度不明の急性曝露により頭痛，目まい，疲労，腸
障害，軽度の血圧低下が生じると報告されている1）．
3.2　一般的な建物室内環境での曝露
　床が多湿でフタル酸ビス（2-エチルヘキシル）の分解
物である 2-エチル-1-ヘキサノールが 0.0009～0.0037 ppm
（5～20 µg/mg3）の濃度で検出される建物では，検出限
界値未満の建物に比べて建物使用者の鼻粘膜からのリゾ
チーム分泌と眼と鼻の症状の訴えが有意に多かった15）．
在室者の喘息様症状は，コンクリート床中湿度の増加と
可塑剤のアルカリ加水分解を示す2-エチル-1-ヘキサノー
ルの室内濃度に関連があった16）．鼻粘膜炎症が引き起こ
された多湿の建物ではカビや細菌が多かったが，2-エチ
ル-1-ヘキサノール濃度も平均 0.0018 ppm（9.8 µg/mg3）
（最大 0.0031 ppm（17 µg/mg3））と増加していた17）．咳，
喉や眼の刺激感を主訴とする，多種の化学物質にパッチ
テスト陽性であった化学物質過敏症患者の発生した日本
の大学の室内では，測定した揮発性有機化合物の中で 2-
エチル-1-ヘキサノールの濃度が0.077～0.204 ppm（408～
1,086 µg/mg3）と突出して高く，この濃度の高低は他の
有訴者の粘膜刺激症状等からなるシックビル症状の有無
とも関連していた18）．ポリ塩化ビニル製床材から 2-エチ
ル-1-ヘキサノールが放散し室内濃度が平均 0.0004 ppm
（2 µg/mg3）の多湿の建物では，追跡した 4年間の喘息
罹患のリスク比がフィンランドの同種の職域集団に比べ
9.2倍であった19）．ポリ塩化ビニル製床材から2-エチル-1-
ヘキサノールが放散し，濃度が 0.292 ppm（1,556 µg/
mg3）に達したフィンランドの多湿の学校では，気道や
眼の刺激症状が2-エチル-1-ヘキサノールを主とする室内
空気汚染と関連していた20）．日本の大学の調査でも，や
はりプラスチック床材とコンクリート下地との接触によ
り 2-エチル-1-ヘキサノールが発生することが示された．
また，エチル-1-ヘキサノール濃度が0.012 ppm（65.5 µg/
mg3）に達する講義室と 0.0009 ppm（4.8 µg/mg3）の講
義室との間で学生の有訴率の有意な差はみられなかった
が，鼻やのど，下気道の症状は濃度の高いビル講義室だ

けでみられた．測定値が 0.063 ppm（336 µg/mg3）以上
の会議室に出入りする教職員の有訴率が高い調査結果と
あわせ，集団として症状が過剰に出現する閾値は0.012～
0.063 ppm（65.5～336 µg/m3）の間にあると推定した21）．
スウェーデンのヘルスケア施設では，床での湿気ならび
に 2-エチル-1-ヘキサノールの室内への放散を確認した．
湿った床材では放散量の顕著な増加があったが，室内濃
度は0.00006～0.00011 ppm（0.3～0.6 µg/m3）と痕跡的で
あり低かった．ヘルスケア職員では，眼，鼻，気道症状
の増加と鼻腔開存減少がみられた22）．日本の新築大学校
舎では，2-エチル-1-ヘキサノールの室内濃度が 0.0029～
0.012 ppm（15.5～62.1 µg/m3）から 0.0008～0.005 ppm
（4.2～27.0 µg/m3）に低下するとともに，体調の悪化を訴
える者および具体的な自覚症状の訴えは減少していた23）．
　以上のように，一般生活環境においても室内で 2-エチ
ル-1-ヘキサノールが発生する場合があり，気道や鼻腔な
どの粘膜に刺激や炎症を生じうるという複数の研究グ
ループからの報告がある．しかし，日本と北欧の多くの
報告の間には報告された空気中濃度に若干の差がある．
また，他の物理化学的因子の寄与の有無が同一かなど，
不明な点も存在する．
3.3　ヒトボランティアを対象とした実験的曝露
　眼に対する刺激を評価するために，化学物質過敏症と
自己申告した男性群と対照者群（各群 n=8～12）に 2-エ
チル-1-ヘキサノールを時間加重平均濃度 1.5 ppm，10 
ppm，20 ppmで 4時間，濃度変動条件下（後2者のピー
ク濃度各 20および 40 ppm）あるいは濃度一定条件下で
曝露した．化学物質過敏症群と対照群との間に瞬目回数
に有意差はなかったが，曝露濃度変動の有無を問わず，
両群ともに濃度依存的な回数の増加が認められた．刺激
への慣れは認められず，2-エチル-1-ヘキサノールの眼へ
の刺激作用は強いことが示されるとともに，症状が問題
となる濃度は短時間ピーク濃度曝露として20 ppm，1時
間曝露で10～20 ppmの間，4時間曝露で10 ppm未満で
あることが示唆された24）．
　自覚症状と刺激感覚の尺度としての生理的マーカーと
の関連を調べるために，若い男性24名に2-エチル-1-ヘキ
サノールの気体を 4時間曝露した（平均・範囲，低濃度
群：1.53・1.39～1.58 ppm，中濃度群：10.63・1.23～20.2 
ppm，高濃度群：21.88・1.76～42.07 ppm）．眼と鼻の刺
激・嗅覚症状・イライラ感を 4時間曝露の前後と途中で
評価した結果，2-エチル-1-ヘキサノールに起因する，鼻
腔流速の低下と鼻腔洗浄液中のサブスタンスP増加で示
される鼻の刺激は，高濃度曝露群で有意に強かった25）．
　神経行動学的作業に及ぼす影響を検討するために，2-
エチル-1-ヘキサノールを1.5 ppm，10 ppm，20 ppmで，
濃度変動条件（24名）または濃度一定条件（22名）で 4
時間気中曝露した研究では，刺激感が濃度依存的に増加
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した．また，多種化学物質過敏症を自己申告した者では，
一部の神経行動学的テストで濃度依存的に正確さが低下
したが，全体としては確実な低下と結論するには至らな
かった．10 ppmではイライラ感と鼻刺激が時間ととも
に増加し，20 ppmはイライラ感が顕著となった．また，
注意力低下は約 20 ppmで生じると考えられた26）．
　急性影響を評価するために，男性 16 名，女性 14 名に
2-エチル-1-ヘキサノールを 0.19 ppm（1 mg/m3），2時間
気中曝露した．臭気感覚と眼の不快刺激感は曝露中に有
意に増加した．鼻および咽喉の刺激，頭痛，呼吸困難，
疲労，目まい，悪心，酩酊は0 mg/m3の時と有意差がみ
られなかった．瞬き回数，眼の涙液層破壊時間，角膜及
び結膜の生体染色，鼻腔洗浄液のバイオマーカー，一酸
化炭素肺拡散能力，スパイロメーター，ライノメーター
の測定結果に曝露の影響はなかった．性差とアトピー有
無による症状の違いはみられなかった27）．
　2-エチル-1-ヘキサノールの感作性を評価するために，
ボランティア29名に2-エチル-1-ヘキサノールを4％含む
ワセリンを皮膚に塗布した実験では軽微な炎症があった
が，感作性はみとめられなかった28）．

4．実験動物における毒性
4.1　急性毒性
　経口投与による半数致死量（以下，LD50）は，ラット
では3.3 g/kg29），2.049 g/kg30），2.05（1.52～2.77）g/kg31），
7.1（5.5～9.1）g/kg32），3.2 g/kg33），3.29（2.87～3.79）g/
kg34）および3.73 g/kg35），マウスでは，2.500 g/kg31）であっ
た．
　経皮投与によるLD50は，ラットでは2.38（1.51～2.76）
g/kg32），ウサギでは 2.6 g/kg 超36），1.970 g/kg31）であっ
た．
　腹腔内投与によるLD50は，ラットでは0.67 g/kg，マ
ウスでは 0.78 g/kg であった30）．
　ラット，マウス，モルモットに 227 ppm（1,210 mg/
m3）で単回 6時間気中曝露した実験では，粘膜刺激症
状，中枢神経抑制，努力性呼吸が観察され，これらの症
状は曝露中止によって速やかに消失した．なお，剖検で
は肺に軽度の出血が認められた36）．
　ウサギに点眼した場合の刺激性は強度であった32，36-38）．
4.2　吸入曝露による嗅覚器系への影響
　マウスに 0，20，60，150 ppmで 1日 8時間 7日間，
1日 8時間週 5日 1ヶ月間または 3ヶ月間吸入曝露した
実験39）では，1週間曝露後には好中球浸潤による鼻腔嗅上
皮の炎症と変性が濃度依存的に認められ，嗅覚受容体を
発現している神経と球状基底細胞の減少が 20 ppm以上
で有意であった．1ヶ月曝露後には変性した嗅上皮は再
生したが，3ヶ月曝露後にはリンパ球浸潤による炎症が
濃度依存的に見られ，嗅覚受容体発現神経が 20 ppm以

上で有意に減少していた．3ヶ月曝露後には嗅神経が投
射する嗅球糸球体の直径，嗅神経の密度，嗅神経ニュー
ロンの抑制性シナプスの濃度依存的な減少，ミクログリ
アおよび新生ニューロンの増加がみとめられ，嗅神経密
度の減少は 60 ppm以上で有意であった．すなわち，2-
エチル-1-ヘキサノールは嗅覚器系への毒物であり，嗅覚
に影響を与えることが示唆された39）．
4.3　反復投与毒性
　マウスおよびラットに，0，25，125，250，500 mg/
kg/dayの用量で13週間経口投与した実験では，マウス，
ラットともに 250 mg/kg/day 以上の群で影響がみられ
た．雄マウスで肝および胃の相対重量の有意な増加，雌
雄ラットで腎，肝の相対重量の有意な増加が認められた．
ラットでは 250 mg/kg/day 以上の群で血液生化学指標
の変化があったが，マウスでは有意な変化はみられな
かった．ペルオキシソーム増加（パルミトイルCoA酸化
酵素の増加）はラットの 500 mg/kg/day 群のみでみら
れた．この実験でのNOAELは 125 mg/kg/day と評価
された40）．
　マウス（7週齢）に，0，50，200，750 mg/kg/day を
18ヶ月間，週 5回強制経口投与し，その間の死亡率，体
重変化，飼料摂取量，状態変化，血液学的所見，剖検に
よる各種臓器重量と顕微鏡所見などを検討した．体重増
加抑制は雄では200 mg/kg/day以上の群で量依存的に，
雌では 750 mg/kg/day の群にみられた．精巣の相対重
量は 50 mg/kg/day 以上の群でわずかに上昇した．750 
mg/kg/day投与されたマウスでは体重減少，肝と胃の相
対重量の増加，肝の脂肪蓄積の増加，肝の好塩基性細胞
巣がみられ，死亡率が高かった41）．同様に，雌雄のF344
ラット（6週齢）に0，50，150，500 mg/kg/dayを 24ヶ
月間，週 5回経口投与した実験では，50 mg/kg/day の
投与では変化はなかった．150および500 mg/kg/day投
与されたラットでは体重減少を伴い，500 mg/kg/day投
与された雌ラットでの死亡率が高かった41）．
　2-エチル-1-ヘキサノールを 2％含む餌を雄ラットに 3
週間混餌投与した実験では，血清中のコレステロールと
トリグリセリドが有意に減少した42）．
　0，15，40，120 ppmの 2-エチル-1-ヘキサノールを1日
6時間，90日間ラットに吸入曝露した実験では，死亡率，
体重増加，臓器重量，臨床生化学的検査，血液学的検査，
臓器の肉眼的 ･顕微鏡的検索において曝露が原因とみら
れる変化は認められなかった．この試験での無毒性量
（NOAEL）は 120 ppm（638 mg/m3）であった43）．
4.4　発がん性
　マウスに 0，50，200，750 mg/kg/day で 18 ヶ月間，
ラットに 0，50，150，500 mg/kg/day で 24 ヶ月間，週
5回経口投与した実験では，雌マウスの 750 mg/kg/kg
投与群で肝細胞癌の有意な増加がみられたが，生物学的
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変動の範囲内と解釈された．ラットでは腫瘍の発生率の
増加はみられなかった40）．
4.5　生殖毒性
　生殖次世代影響に関して，ヒトにおける報告はない．
動物実験では胎児の成長や骨格形成に影響がみられると
する報告がある．
　雄ラットに350 mg/kg，5日間経口投与した実験では，
精巣への影響はみられなかった44）．雄ラットに 0，50，
150，500 mg/kg/day・24 ヶ月間，雄マウスに 0，50，
200，750 mg/kg/day・18 ヶ月間経口投与した実験にお
いて，ラットでは 500 mg/kg/day 群で体重が対照群に
比べ有意に低く，精巣の相対重量が増加し，前立腺萎縮
発現率が増加した．マウスでは 750 mg/kg/day 群で体
重が対照群に比べ有意に少なく，50，200，750 mg/kg/
day 群で精巣の相対重量が増加した41）．雌ラットの妊娠
12日に 1 ml/kg（830 mg/kg）又は 2 ml/kg（1,660 mg/
kg）経口投与した実験では，胎児奇形の増加が観察さ
れ，催奇形性陽性と判断された45）が，この研究では対照
群との適切な比較が行われているかはっきりしない．雌
マウスの妊娠6～15日に1,525 mg/kg/day経口投与した
実験では，母動物49匹中17匹が死亡し，母体重量減少，
出生児数，児の生存率および重量が有意に減少した46）．
雌ラットの妊娠 6～15 日に 0，1，5，10 mmol/kg（0，
130，650，1,300 mg/kg）を強制経口投与した実験では，
10 mmol/kg（1,300 mg/kg）群で顕著な母動物に対する
毒性（10匹中6匹が死亡，生存母動物の有意な体重減少）
と着床後吸収胚の増加，胎児体重の減少とともに，骨格
奇形，骨格変異，骨化遅延のみられる胎児割合の有意な
上昇を認めた．5 mmol/kg（650 mg/kg）群では投与に
よる母動物の有意な体重減少はみられなかったが，胎児
体重は有意に減少し，骨格変異増加および骨化遅延の傾
向がみられた．母体・胎児へのNOAELは 130 mg/kg/
day であった47）．
　雌ラット（妊娠 6～15 日）に 0～3.0 ml/kg/day（0～
2,520 mg/kg/day）を 6時間/日皮膚に塗布した実験で
は，252 mg/kg以上で母動物に皮膚の炎症が，1,680 mg/
kg以上では母動物体重増加抑制が認められたが，胎児の
奇形はなかった．母体の皮膚炎症に基づいたNOAELは
252 mg/kg/day，母体の全身毒性に基づいたNOAELは
840 mg/kg/day，胎児への催奇形性に基づいたNOAEL
は 2,520 mg/kg/dayであった．母体に毒性を生じない用
量でのラットへの皮膚塗布では生殖毒性（催奇形性）を
生じなかった48）．
　雌ラットに妊娠期間 19 日間，160 ppm（850 mg/m3）
で7時間/日経気道曝露した実験では，餌摂取量は減少し
たが，胎児数・胎児重量に変化はなく，胎児に奇形はな
かった49）．
4.6　遺伝毒性・変異原性

　In vitroでのサルモネラ菌突然変異試験についてはいく
つかの報告があるが，Seed JL（1982）が陽性と報告50）し
た以外は全て陰性であった51-56）．2-エチル-1-ヘキサノール
そのものによる試験ではないが，ラットに1,000 mg/kg/
day，15 日間経口投与し，その尿を用いて行ったAmes
試験は陰性であった．また，ラット肝ミクロゾーム添加
の有無，アリルスルファターゼや β-グルクロニダーゼに
よる前処理の有無に関係なく変異原性を示さなかった57）．
　雄ラットに 0.02，0.07，0.21 ml/kg/day（16.7，58.4，
175 mg/kg/day）を 5日間経口投与した実験では，染色
体異常は生じず58），チャイニーズハムスター卵巣由来細
胞に対して染色体異常誘発活性を示さなかった59）．Ames
試験やマウスリンパ腫細胞を用いた変異原性試験におい
ても，S-9 添加による代謝活性化の有無にかかわらず有
意な変異原性を示さなかった54）．
4.7　刺激性・腐食性
　ウサギ下腹に24時間塗布した場合，中等度の炎症がみ
られた32）．ウサギ腹部に0.10，0.316，1.00，3.16 ml/kgを
24時間塗布した場合，ウサギの皮膚に対する刺激性は軽
度～中等度であった36）．雌ラットの妊娠 6～15 日に 0～3 
ml/kg/日（0～2,520 mg/kg/日）反復皮膚貼付（6時間/
日）した実験では，252 mg/kg以上で母動物に皮膚の炎
症が認められた48）．
　ウサギに点眼した場合，10 段階で第 5段階の刺激で
あった32，37）．ウサギに点眼した場合の刺激性は強度であっ
た36）．1％，3％，10％，30％，100％の 2-エチル-1-ヘキサ
ノールをウサギに点眼した実験では，全ての濃度で眼の
炎症を観察した38）．
　マウスでのRD50（気道刺激のために呼吸数が 1/2 に
なる濃度）は 44 ppm（234 mg/m3）であった60）．
4.8　神経毒性
　神経毒性検索を目的とした動物実験の結果は報告がな
い．ラット，マウス，モルモットに 227 ppm　で単回 6
時間経気道曝露した実験では，粘膜刺激症状，中枢神経
抑制，努力性呼吸が観察された．これらの症状は曝露中
止によって速やかに消失した36）．

5．許容濃度の提案
　体内に吸収された2-エチル-1-ヘキサノールは速やかに
代謝されて尿中に排泄され，生体内に蓄積する可能性は
ほとんどない．作業者は通常，吸入により曝露されるこ
とをふまえ，2-エチル-1-ヘキサノールの許容濃度は，眼
や呼吸器など粘膜組織への刺激性や嗅覚器系への毒性影
響をエンドポイントとして設定する．ヒトでは刺激症状
の予防が問題となる．感作性試験結果は陰性であった28）．
ボランティアに対する 4時間の実験的気中曝露による眼
への刺激の LOAELは，ピーク濃度 20 ppmでの濃度変
動条件下で10 ppmであった24）．また，4時間曝露による
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イライラ感と鼻刺激の LOAELは 10 ppmであった26）．
これらの刺激症状を予防するための濃度は，LOAELを
用いることによる不確実係数を 10 として考慮すれば 1 
ppmになる．一方，動物実験では，発がん性はラットと
マウスにおいて陰性41）で，マウスに吸入曝露を行ったと
きの鼻腔嗅上皮の変性が毒性影響として最も低い濃度で
観察される変化である．嗅覚受容体発現神経の減少の
LOAELは 20 ppm39）であるが，齧歯類とヒトでは鼻腔の
構造が異なり，マウスでは嗅上皮の占める面積（約50%）
がヒト（約 3%）に比べ広く，より鼻孔に近い部分にま
で嗅上皮が分布すること，また，齧歯類は鼻呼吸のみを
行うがヒトでは鼻呼吸と口呼吸を行うことをふまえ，種
差の不確実係数は考慮しないこととする．すなわち，
LOAELを使用することによる不確実係数10のみを採用
すると，2 ppmとなる．
　以上より，本学会は 2-エチル-1-ヘキサノールの許容濃
度として 1 ppm（5.3 mg/m3）を提案する．これは，ヒ
トに 0.19 ppm（1 mg/m3）で 2時間経気道曝露した場合
に，鼻や咽頭の刺激や頭痛などが生じなかったという報
告27）と矛盾せず，また，この許容濃度のもとでは20 ppm
の気中曝露によりマウスで確認されている鼻腔嗅上皮の
変性39）も生じないと考えられる．ただし，生活環境曝露
においては1 ppm以下の濃度においても眼，気道の症状
や体調不良が生じているとする報告が複数存在するの
で，許容濃度以下で生じるそのような訴えには注意を払
う必要がある．
　生殖毒性に関しては，雌ラットで妊娠 6～15 日に 0，
1，5，10 mmol/kg（0，130，650，1,300 mg/kg）を強
制経口投与した実験47）に着目する．10 mmol/kg（1,300 
mg/kg）群では，顕著な母動物に対する毒性（10匹中 6
匹が死亡，生存母動物の有意な体重減少）と着床後吸収
胚の増加，胎児体重の減少とともに，骨格奇形，骨格変
異，骨化遅延のみられる胎児割合の有意な上昇が認めら
れ，また，母動物に有意な体重減少がみられなかった 5 
mmol/kg（650 mg/kg）群では胎児体重は有意に減少し，
骨格変異増加および骨化遅延の傾向がみられている47）．
この実験で観察された児への影響は，母動物に重篤な一
般毒性が発現しない用量でも生じていることから，生殖
毒性を示す限定的な証拠とみなし，生殖毒性を第 3群と
する．

6．他機関の提案値
　ヨーロッパ委員会61）は 8時間職業的曝露限界（Occupa-
tional Exposure Limits）として 1 ppmを勧告している．
ドイツ研究振興協会（Deutsche Forschungsgemein-
schaft，DFG）は最大許容濃度（Maximale Arbeitsplatz 
Konzentration，MAK）を 10 ppmに設定し，また，妊
娠中のリスクをグループCに分類している62）．米国産業

衛生専門家会議（American Conference of Governmen-
tal Industrial Hygienists，ACGIH）ではThreshold Limit 
Value（TLV）を設定していない．
　国連食糧農業機関（Food and Agriculture Organiza-
tion，FAO）/世界保健機関（World Health Organization，
WHO）の合同食品添加物専門家委員会（Joint FAO/
WHO Expert Committee on Food Additives，JECFA）
は 1997 年に評価を行い，ヒトに対する 1日摂取許容量
（ADI）を 0～0.5 mg/kg 体重とした63）．
　国際がん研究機関（International Agency for Research 
on Cancer：IARC）では評価されていない．

7．勧告の履歴
　2017 年度（追加）
　　　生殖毒性分類　第 3群
　2016 年度（新設）
　　　許容濃度　1 ppm（5.3 mg/m3）
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